
　

視
点
を
変
え

る
だ
け
で
、
物

事
は
ま
っ
た
く

違
っ
て
み
え
る

も
の
だ
。
今
ま

で
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
、
新
鮮
に

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
詩
人
の
金
子
み
す
ゞ

氏
の
詩
「
大
漁
」
に
、
こ

の
よ
う
な
表
現
が
あ
る
。

大
羽
鰮い
わ
し

の
大
漁
の
様
子

を
、「
浜
は
祭
り
の
／
よ

う
だ
け
ど
／
海
の
な
か
で

は
／
鰮
の
と
む
ら
い
／
す

る
だ
ろ
う
」
と
詠
ん
で
い

る
。
浜
の
人
間
の
喜
び
と

海
の
鰮
の
悲
し
み
。「
鰮

の
と
む
ら
い
」
と
い
う
表

現
に
は
、
す
べ
て
の
生
き

物
へ
の
温
か
い
視
点
が
感

じ
ら
れ
る
▼
目
の
位
置
を

変
え
る
だ
け
で
、
新
鮮
な

感
動
を
覚
え
る
だ
ろ
う
▼

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
物

事
を
見
て
み
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思
う
。
あ
る
著
名

な
経
営
者
は
「
顧
客
の
た

め
に
」
で
は
な
く
「
顧
客

の
立
場
で
考
え
る
」
こ
と

を
、
常
に
強
調
し
て
い
る

と
の
こ
と
。 

大
切
な
こ

と
は
、
顧
客
が
満
足
す
る

こ
と
で
あ
り
顧
客
の
目
線

で
経
営
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
語
っ
て
い
る
▼
物

事
は
上
か
ら
だ
と
３
割
だ

が
、
下
か
ら
だ
と
７
割
が

見
え
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
事
業
の
最
前
線
は
顧

客
と
の
対
話
で
あ
る
。
経

営
者
を
先
頭
に
皆
が
最
前

線
か
ら
の
視
点
で
行
動
す

る
こ
と
に
“
こ
だ
わ
り
”

た
い
。 

そ
こ
に
こ
そ
、
会

社
の
伸
展
も
あ
る
の
だ
ろ

う
。（
仲
地　

治
）

同
友
会
運
動
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け

同
友
会
運
動
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け

同
友
会
運
動
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け

中
山  

英
敬
氏

㈱
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
代
表
取
締
役
・
中
同
協
幹
事
長

記念講演

〜
企
業
づ
く
り
と
地
域
づ
く
り
の
一
体
と
し
た
活
動
を
〜

【
同
友
会
運
動
の

　
　
　
　
成
果
に
つ
い
て
】

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
多
く
の
中

小
企
業
が
厳
し
い
状
況
に
直

面
し
ま
し
た
が
、
同
友
会
運

動
に
は
次
の
よ
う
な
成
果
が

あ
り
ま
し
た
。

�

一�

、
経
営
指
針
を
実
践
し
て

い
る
企
業
は
、
立
ち
直
り

が
早
か
っ
た
こ
と
。

二�

、東
日
本
大
震
災
で
は
「
一

社
も
潰
さ
な
い
、
雇
用
を

守
ろ
う
」
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
被
災
地
域
の
会
員

に
送
り
続
け
た
結
果
、
折

れ
か
け
た
経
営
者
を
立
ち

直
ら
せ
、
例
会
で
学
び
続

け
た
企
業
の
九
割
が
立
ち

直
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。

　

地
域
の
中
小
企
業
が
真
っ

先
に
商
品
を
並
べ
、
地
域
に

お
け
る
そ
の
力
の
大
き
さ
を

示
し
ま
し
た
「
人
が
い
な
く

な
る
と
立
て
直
し
が
で
き
な

い
。
み
ん
な
で
雇
用
を
守
ろ

う
」
と
い
う
信
念
の
も
と
、

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

同
友
会
に
は
実
践
の
た
め

の
ツ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
社
員
の
や
る
気
が

な
け
れ
ば
成
果
に
は
つ
な
が

り
ま
せ
ん
。
社
員
の
労
働
環

境
の
整
備
も
大
切
で
す
。

【
企
業
づ
く
り
運
動
の
課
題
】

　

企
業
づ
く
り
運
動
に
お
け

る
課
題
は
以
下
の
点
で
す
。

一�

、成
果
に
伴
う
具
体
的
な
行

動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か

二�

、
例
会
と
自
社
の
進
捗
状

況
が
関
連
し
て
い
る
か

三�

、
人
を
生
か
す
総
合
実
践

を
推
進
し
て
い
る
か

わ
が
社
の
例
で
は
、
子
育
て

中
の
主
婦
の
観
察
か
ら
子
供

の
視
力
が
落
ち
て
い
る
こ
と

に
気
づ
き
、
子
供
に
必
要
な

健
康
食
品
を
販
売
し
、
新
し

い
市
場
を
創
り
出
す
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。
未
経
験
の

主
婦
が
こ
れ
ま
で
や
っ
た
こ

と
の
な
い
こ
と
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
経
営
者
と
社
員
と
の

信
頼
関
係
が
あ
れ
ば
、
ど
ん

な
困
難
で
も
乗
り
切
れ
る
と

　

第
三
十
八
回
定
時
総
会
が

四
月
二
十
五
日
、
パ
シ
フ
ィ

ッ
ク
ホ
テ
ル
沖
縄
に
て
開
催

さ
れ
、
全
体
で
二
一
二
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

第
Ⅰ
部
の
総
会
議
事
で
は

一
五
三
名
が
参
加
し
、
石
原

地
江
実
行
委
員
長
の
開
会
宣

言
で
ス
タ
ー
ト
。
来
賓
に
は

沖
縄
総
合
事
務
局
の
水
元
圭

祐
次
長
、
沖
縄
県
の
照
屋
義

実
副
知
事
、
那
覇
市
経
済
観

光
部
部
長
の
高
宮
修
一
氏
の

三
氏
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
伊
波
亜
矢
子
氏
・
小

田
哲
也
氏
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、議
事
が
進
行
し
ま
し
た
。

　

活
動
方
針
の
提
案
は
、
十

名
の
各
専
門
委
員
長
・
担
当

正
副
代
表
理
事
が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
分
か
り

易
く
提
案
し
ま
し
た
。
議
案

感
じ
ま
し
た
。

【
地
域
づ
く
り
】

　

同
友
会
運
動
に
よ
り
、
金

融
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
や
中
小

企
業
憲
章
な
ど
の
成
果
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
困
難
な
問
題

も
、
み
ん
な
で
学
び
な
が
ら

解
決
し
て
い
る
の
で
す
。
中

小
企
業
運
動
は
成
長
し
、
国

や
地
域
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

そ
の
目
的
は
、
国
民
一
人
ひ

と
り
を
大
切
に
す
る
豊
か
な

国
づ
く
り
の
壮
大
な
目
標
に

向
け
て
進
ん
で
い
ま
す
。

　
「
同
友
会
運
動
の
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
は
、
企
業
づ
く
り

と
地
域
づ
く
り
を
一
体
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
で
す
。
日

本
全
体
を
動
か
し
て
い
る
誇

り
を
持
ち
、
大
き
な
課
題
に

挑
戦
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
講
演
を
し
め
く
く
り
ま
し

た
。（
社
会
保
険
労
務
士
法

人 

オ
フ
ィ
ス
あ
る
ふ
ぁ
・

青
山
喜
佐
子
）

　

創
　
業
　
一
九
九
八
年
一
月

　
社
員
数
　
一
〇
六
名 

　
資
本
金
　
一
千
万
円

審
議
で
は
、
出
席
者
よ
り
予

算
案
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

　

第
Ⅱ
部
の
記
念
講
演
は
、

一
五
五
名
が
参
加
。「
同
友

会
運
動
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

に
向
け
て
～
企
業
づ
く
り
と

地
域
づ
く
り
の
一
体
と
し
た

活
動
を
～
」
を
テ
ー
マ
に
中

同
協
幹
事
長
で
㈱
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ラ
イ
フ
社
長
、
中
山
英
敬

氏
が
講
師
を
つ
と
め
ま
し

た
。

　

第
Ⅲ
部
懇
親
会
で
は
、

来
賓
三
十
一
名
を
含
む
、

一
五
七
名
が
参
加
し
賑
や
か

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
に
、
第
一
回
理
事
会

で
、
新
し
い
代
表
理
事
に
座

間
味
亮
氏
、
副
代
表
理
事
に

一
瀬
宗
也
氏
・
田
上
カ
ル
ロ

ス
氏
・
赤
嶺
宏
氏
・
與
崎
文

美
氏
が
選
出
さ
れ
た
報
告
が

あ
り
、
そ
の
後
、
来
賓
挨
拶

を
沖
縄
労
働
局
の
柴
田
栄
二

郎
局
長
と
沖
縄
県
信
用
保
証

協
会
の
謝
花
喜
一
郎
会
長
か

ら
い
た
だ
き
、
小
渡
玠
沖
縄

同
友
会
相
談
役
の
乾
杯
で
懇

親
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

四
十
五
分
間
の
懇
親
会
の
た

め
、
閉
会
後
も
多
く
の
方
が

名
残
惜
し
そ
う
に
懇
親
を
続

け
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。（
事

務
局
）
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代 表 理 事 	 宮　城　光　秀	 ㈲大宮工機	 社　　長
 　　〃	 座間味　　　亮	 ㈱赤マルソウ	 社　　長
副代表理事	 石　原　地　江	 ㈲アンテナ	 会　　長
 　　〃	 赤　嶺　　　剛	 ㈲スタプランニング	 社　　長
 　　〃	 一　瀬　宗　也	 ㈱アイセック・ジャパン	 社　　長
 　　〃	 田上　カルロス	 ㈱グラシアス沖縄	 社　　長
 　　〃	 赤　嶺　　　宏	 ㈱システック沖縄	 社　　長
 　　〃	 與　崎　文　美	 ㈲アンカー商事	 社　　長
理　　　事	 角　江　明　彦	 行燈	 代 表 者
 　　〃	 髙　原　勝　也	 ㈲テレネット沖縄	 社　　長
 　　〃	 星　崎　浩　二	 オフィス星崎	 代 表 者
 　　〃	 江　口　直　美	 ソムノクエスト㈱	 社　　長
 　　〃	 普天間　直　樹	 ㈱普天間商会	 社　　長
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 　　〃	 下　田　美智代	 ㈱共栄環境	 社　　長 
 　　〃	 仲　本　和　美	 ㈲仲松ミート	 執行役員 
 　　〃	 髙　木　朋　子	 レッドコーラル	 代 表 者
 　　〃	 玉　城　　　栄	 ㈲リサイクルセンター沖縄	 社　　長
 　　〃	 田　場　英　行	 ㈱機工	 社　　長
 　　〃	 武　島　多加雄	 ㈲たけちゃんほーむ	 社　　長
 　　〃	 竹　　　富　久	 ㈲たけ事務	 社　　長 
 　　〃	 砂　川　幸　男	 ㈱ひろし不動産	 社　　長 
 　　〃	 宮　良　高　彰	 ㈲ PLAN t PLAN	 社　　長 
 　　〃	 嘉　数　智　絵	 ㈱もりお・沖縄	 社　　長
 　　〃	 倉　岡　弁　慶	 あらがき貸衣裳	 営業部長
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 　　〃	 小　幡　弥　八	 ㈱サンコー	 社　　長
 　　〃	 座　安　孝　明	 ㈲ライズ	 社　　長
 　　〃	 伊　波　亜矢子	 ㈲フィーチャー企画	 社　　長
 　　〃	 赤　峯　正　己	 ㈱ミネ・ワークス	 専　　務
 　　〃	 親　泊　元　隆	 ㈲拓商	 副 社 長
 　　〃	 友　利　博　明	 先嶋産業㈱	 社　　長
 　　〃	 喜　納　正　雄	 ㈱ハブクリエイト	 社　　長
 　　〃	 仲　間　高　乃	 アディッシュプラス㈱	 社長室長 
 　　〃	 平　良　　　淳	 ㈱設備技研	 専　　務
 　　〃	 高　橋　庸　正	 ＩＴ通信㈱	 社　　長
 　　〃	 西　川　利　明	 イコールパートナー㈱	 社　　長
 　　〃	 當　眞　永　子	 沖縄県中小企業家同友会	 事務局長
会 計 監 査  	 有　銘　寛　之	 有銘公認会計士事務所	 公認会計士・税理士
 　　〃	 比　嘉　一　成	 ㈲大平シール印刷	 社　　長
相　談　役	 新　里　正　雄	 新光産業㈱	 会　　長
 　　〃	 石　川　元　章	 ㈱ジムキ文明堂	 会　　長
 　　〃	 名　護　宏　雄	 ㈱コンピュータ沖縄	 社　　長
 　　〃	 新　城　　　博	 ㈱アクトシリカ	 会　　長
 　　〃	 比　嘉　ゑみ子	 ㈲やんばるライフ	 専　　務
 　　〃	 糸　数　久美子	 ㈱ＩＴＡＣ	 社　　長
 　　〃	 新　垣　　　勲	 琉球産経㈱	 会　　長
 　　〃	 稲　嶺　有　晃	 ブルービー	 代　　表
 　　〃	 小　渡　　　玠	 ㈱ okicom　	 社　　長
 　　〃	 新　城　恵　子	 ㈱ＤⅰＡＮＡ 	 会　　長
 　　〃	 宮　城　　　勇	 総合包装㈱ 	 会　　長
 　　〃	 真栄田　一　郎	 ㈲沖島電機	 社　　長
 　　〃	 喜　納　朝　勝	 ㈱丸忠　	 社　　長
顧　　　問	 糸　数　哲　夫	 税理士法人タックスサポート・イトカズ	 代表社員

※相談役・顧問の名誉役員は、理事会の決定により委嘱（規約12条6項）
以上。 

第38回定時総会で選出された 2024年度役員一覧
　

四
月
二
日
～
三
日
の
二
日

間
、
ユ
イ
ン
チ
ホ
テ
ル
南
城

に
て
、
二
〇
二
四
年
合
同
入

社
式
・
新
入
社
員
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
三
十
一
社
か
ら

九
十
二
名
の
新
入
社
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

合
同
入
社
式
で
は
厳
粛
な

雰
囲
気
の
中
、
辞
令
交
付
が

行
わ
れ
、
新
入
社
員
二
名
か

ら
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
の
新
入
社
員
研

修
会
で
は
二
日
間
か
け
て
、

「
社
会
人
の
心
構
え
」、「
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
」、

「
先
輩
社
員
か
ら
の
体
験
報

告
」、「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
」、「
三
回
の
グ

ル
ー
プ
討
論
＆
発
表
」、「
レ

ポ
ー
ト
作
成
」
と
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
付
添
者
の
サ
ポ
ー
ト

も
あ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
学

び
、
交
流
が
で
き
た
様
子
で

し
た
。

　

久
々
に
行
わ
れ
た
交
流
会

で
は
各
グ
ル
ー
プ
、
工
夫
を

凝
ら
し
た
創
作
発
表
が
披
露

さ
れ
、
会
場
は
終
始
、
大
き

な
笑
い
声
と
拍
手
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
入
社
員
だ
け

で
な
く
、
付
添
と
し
て
参
加

し
た
経
営
者
・
社
員
か
ら
も

多
く
の
こ
と
を
学
べ
た
と
い

う
感
想
も
多
数
聞
か
れ
、
共

に
育
つ
と
い
う
同
友
会
の
理

　

四
月
十
七
日
、
健
障
者
学

習
会
が
宮
古
島ICT

交
流
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
、「
な

ぜ
、
同
友
会
が
障
が
い
者
問

題
に
取
り
組
む
の
か
」
の
テ

　

四
月
十
五
日
、
沖
縄
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
、
同
友

会
大
学
第
十
四
期
大
学
院
の

修
了
式
が
開
催
さ
れ
、
受
講

生
十
九
名
の
内
、
十
一
名
が

修
了
し
ま
し
た
。

　

下
田
美
智
代
運
営
委
員
長

の
挨
拶
に
始
ま
り
、
小
渡
玠

学
長
よ
り
総
括
と
修
了
認
定

を
行
い
、
修
了
者
に
修
了
証

書
を
授
与
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
講
師
の
沖
縄
国
際
大
学

前
泊
博
盛
教
授
よ
り
、
修
士

論
文
「
沖
縄
の
新
た
な
振
興

策
の
提
案
」
に
つ
い
て
の
講

評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
修
士
論
文
最
優
秀

賞
を
㈱
フ
ナ
テ
ッ
ク
の
冨
名

腰
一
真
氏
、
優
秀
賞
を
三
重

金
属
工
業
㈱
の
上
地
裕
介

氏
、
㈱
新
建
の
ゴ
ル
シ
ャ
ニ

サ
ル
シ
ャ
レ
仁
美
氏
が
受
賞

し
ま
し
た
。

　

修
了
式
終
了
後
に
講
師
を

囲
ん
で
の
懇
親
会
を
行
い
、

雑
談
を
交
え
な
が
ら
、
今
後

の
沖
縄
に
関
す
る
話
な
ど
最

後
ま
で
学
び
の
あ
る
第
十
四

期
大
学
院
と
な
り
ま
し
た
。

（
事
務
局
）

　

四
月
十
二
日
、
沖
縄
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
新
会
員

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
開

催
さ
れ
十
六
名
（
内
新
会
員

七
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
◇
新
会
員
紹
介
◇

（
一
列
目
左
か
ら
順
に
）

①
那
覇
支
部
西
地
区
所
属
、

　

㈱
Ｌ
Ｅ
Ｂ
Ｄ 

Ｆ
Ｉ
Ｘ

　

又
吉
未
樹
也　
代
表
取
締
役

②�

浦
西
支
部
所
属
、

　

三
栄
工
業
㈱

　

福
田
郁
絵　

代
表
取
締
役

宮
城
光
秀　

代
表
理
事

③���

那
覇
支
部
南
地
区
所
属
、

　

オ
レ
ン
ジ
・
ラ
イ
フ

　

新
垣 

壱
子　

代
表

（
二
列
目
左
か
ら
順
に
）

④
南
部
支
部
所
属
、

　

島
袋
木
工
所

　

島
袋
正
貴
氏

⑤
浦
西
支
部
所
属
、

　

㈲
崎
原
商
事

　

崎
原
龍
一　

代
表
取
締
役

⑥
那
覇
支
部
西
地
区
所
属
、

　

KY

お
金
と
仕
事
の
相
談
所

　

山
田
圭
佑　

所
長

⑦
那
覇
支
部
南
地
区
所
属
、

　

㈱
沖
縄
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー

　

新
垣
宗
一
郎　

取
締
役　

　

次
回
は
七
月
十
二
日
、
中

部
地
域
に
て
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
ま
だ
参
加
し

た
こ
と
が
な
い
会
員
さ
ん

は
、是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
事
務
局
）

4
月
新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ｉ
ｎ
那
覇

4
月
新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ｉ
ｎ
那
覇

4
月
新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ｉ
ｎ
那
覇

念
を
体
現
し
た
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。（
事
務
局
）

健
障
者
学
習
会
ｉ
ｎ
宮
古

「
他
人
事
」で
は
な
く「
自
分
事
」と
考
え
、

社
員
の
幸
せ
を
め
ざ
す

沖
縄
の
歴
史
・
経
済
・
展
望
を
学
ぶ
大
学
院

沖
縄
の
歴
史
・
経
済
・
展
望
を
学
ぶ
大
学

同
友
会
大
学
第
十
四
期
大
学
院　

修
了
式

ー
マ
で
㈲
仲
松
ミ
ー
ト
執
行

役
員
、
健
障
者
委
員
長
の
仲

本
和
美
氏
を
講
師
に
十
五
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
友
会
は
経
済
団
体
で
唯

一
、
障
害
者
就
労
の
委
員
会

を
持
ち
、
全
国
大
会
の
開
催

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
同
友
会
が
障
が
い
者
問
題

に
つ
い
て
歩
ん
で
き
た
歴
史

や
、
仲
本
さ
ん
が
取
り
組
ん

で
き
た
事
例
か
ら
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
委
員
会
は
「
す

べ
て
の
人
た
ち
が
生
き
て
い

く
上
で
障
害
の
な
い
社
会
作

り
」
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て

お
り
、
障
が
い
者
の
能
力
・

特
性
が
発
揮
さ
れ
る
環
境
が

必
要
で
あ
り
、
担
当
業
務
と

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
き
な
い

よ
う
に
配
慮
す
る
な
ど
六
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
、「
世
の
中
に
は

障
害
の
あ
る
人
と
、
そ
の
可

能
性
が
あ
る
人
と
の
二
種
類

し
か
い
な
い
。『
他
人
事
』

で
は
な
く
『
自
分
事
』
と
考

え
、社
員
の
幸
せ
を
め
ざ
す
。

障
が
い
者
雇
用
は
特
別
な
こ

と
で
は
な
い
」
と
ま
と
め
ま

し
た
。（
事
務
局
）

1 泊 2 日の研修で学んだ新入社員

私の第一印象は？

仲本委員長を迎え、学びを深める

講師を囲んでの集合写真

新会員の皆さま

３１
社
か
ら
９２
名
の
新
入
社
員
が
参
加

２
０
２
４
年
合
同
入
社
式
・
新
入
社
員
研
修
会
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那
覇
市
松
山
、
三
笠
食
堂

の
隣
に
あ
る
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
の
バ
ー
。
そ
の
店
内
の

真
ん
中
付
近
に
あ
る
階
段
を

登
る
と
そ
こ
が
脱
毛
サ
ロ
ン

「hyper labo

」。
代
表
の
浦

崎
真
理
さ
ん
を
訪
ね
ま
し

た
。

　
「hyper labo

」
の
メ
ニ

ュ
ー
は
大
き
く
分
け
て
脱
毛

と
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
の
二
つ
。

脱
毛
は
、
レ
デ
ィ
ス
、
メ
ン

ズ
、
キ
ッ
ズ
を
対
象
に
紹
介

制
で
す
。
脱
毛
す
る
パ
ー
ツ

の
分
け
方
も
体
全
体
を
大
き

く
五
分
割
し
た
だ
け
な
の

で
、
お
得
感
が
♡
。
料
金
は

明
朗
な
都
度
払
い
で
す
。

　

同
友
会
の
男
性
諸
氏
に
と

っ
て
気
に
な
る
の
は
、「VIO

脱
毛
は
誰
が
す
る
の
？
」
っ

て
こ
と
か
も
。
ど
う
ぞ
ご
安

心
を
。
浦
崎
さ
ん
と
お
知
り

合
い
の
男
性
のVIO

脱
毛

は
、
浦
崎
さ
ん
で
は
な
く
別

の
専
門
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
が
担

当
す
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
な

ら
デ
リ
ケ
ー
ト
な
脱
毛
を
お

願
い
し
や
す
で
す
ね
♡
。

　

中
高
生
の
娘
さ
ん
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
会
員
さ
ん
に
ぜ
ひ

お
す
す
め
し
た
い
の
が
ニ
キ

ビ
ケ
ア
。
毛
穴
の
汚
れ
を
吸

い
上
げ
た
ら
、
毎
日
の
ホ
ー

ム
ケ
ア
と
十
日
に
一
度
の
サ

ロ
ン
ケ
ア
を
続
け
て
い
く
こ

と
で
、
皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
通
い
続
け
て
も
治
ら
な
か

っ
た
中
学
生
の
ニ
キ
ビ
が
見

違
え
る
ほ
ど
改
善
し
ま
し
た

（
写
真
参
照
）。
ニ
キ
ビ
の
た

め
に
活
動
的
に
な
れ
な
か
っ

た
中
高
生
の
女
の
子
た
ち

が
、
学
校
生
活
の
中
で
自
分

が
や
り
た
か
っ
た
こ
と
に
ど

ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

く
報
告
を
も
ら
え
る
こ
と
に

浦
崎
さ
ん
は
や
り
が
い
を
感

じ
「
女
の
子
の
ニ
キ
ビ
駆
け

込
み
寺
に
な
り
た
い
！
」
と

意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　

脱
毛
の
ほ
う
で
も
、
プ
ー

ル
の
授
業
が
始
ま
る
前
に
背

中
の
フ
サ
フ
サ
を
な
ん
と
か

し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
お

母
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
き
た

小
学
生
の
女
の
子
。
浦
崎
さ

ん
の
お
か
げ
で
楽
し
く
プ
ー

ル
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
、
お
礼
に
も
ら
っ
た
似
顔

絵
を
大
切
に
サ
ロ
ン
に
飾
っ

て
い
ま
す
。

　

浦
崎
さ
ん
が
目
指
す
の
は

「
地
域
の
お
母
ち
ゃ
ん
」。
楽

し
く
充
実
し
た
学
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
真
理
お
母
ち

ゃ
ん
は
女
の
子
の
悩
み
に
寄

り
添
い
ま
す
。（
伴
走
舎
・

牧
野
誠
）
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目
指
す
は
地
域
の
お
母
ち
ゃ
ん
！

北
部
支
部
・
若
手
経
営
者
部
会「
う
り
ず
ん
」
４
月
合
同
例
会

葬
儀
は
未
来
を
創
造
す
る
た
め
の
も
の

葬
儀
は
未
来
を
創
造
す
る
た
め
の
も
の

葬
儀
は
未
来
を
創
造
す
る
た
め
の
も
の

葬
儀
は
未
来
を
創
造
す
る
た
め
の
も
の

中
部
支
部
４
月
支
部
例
会

良
い
会
社
を
目
指
し
て
あ
く
な
き
挑
戦

良
い
会
社
を
目
指
し
て
あ
く
な
き
挑
戦

良
い
会
社
を
目
指
し
て
あ
く
な
き
挑
戦

良
い
会
社
を
目
指
し
て
あ
く
な
き
挑
戦

　

四
月
十
九
日
、北
部
支
部
・

若
手
経
営
者
部
会
「
う
り
ず

ん
」
の
四
月
合
同
例
会
が
名

護
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
葬
儀
は
人
類
最
高
の
仕

事
」
と
創
業
者
の
父
が
語
る

事
業
を
継
承
し
た
の
は
、
報

告
者
で
あ
る
㈲
拓
商
の
親
泊

元
隆
副
社
長
。
警
察
官
だ
っ

た
親
泊
氏
は
、
上
の
姉
兄
が

会
社
を
継
が
な
い
意
思
表
示

を
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
二
代
目
に
な
る
こ
と
を

決
意
。
新
し
い
世
界
で
ワ
ク

ワ
ク
仕
事
が
始
ま
っ
た
反

面
、
社
員
の
ル
ー
ズ
過
ぎ
る

態
度
や
会
社
の
一
体
感
の
な

さ
が
浮
き
彫
り
に
。
五
年
で

売
上
が
二
十
五
％
も
ダ
ウ

ン
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
寸

前
に
な
り
、
眠
れ
な
い
日
々

が
続
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
一
念
発
起
し
、
徹

底
的
な
内
部
改
革
と
同
時

に
新
た
な
Ｗ
Ｅ
Ｂ
戦
略
、
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
の
外
部
改

　

四
月
十
八
日
、
中
部
支
部

四
月
支
部
例
会
が
沖
縄
市
民

会
館
に
て
開
催
さ
れ
、
㈱
御

菓
子
御
殿
の
澤
岻
千
秋
専
務

か
ら
「
商
店
か
ら
組
織
に
な

る
ま
で
～
社
員
と
共
に
外
部

環
境
の
変
化
に
応
じ
た
企
業

づ
く
り
～
」
を
テ
ー
マ
に
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

革
を
行
う
こ
と
で
、
二
年
で

二
〇
％
売
上
が
ア
ッ
プ
。
自

身
が
作
成
し
た
企
業
理
念
に

掲
げ
た“

あ
り
が
と
う
の
空

間”

を
形
に
し
た
店
舗
づ
く

り
に
自
信
を
見
せ
る
親
泊
氏
。

　
「
葬
儀
の
本
質
は
、
死
を

通
じ
よ
り
充
実
し
た
未
来
を

創
造
し
て
い
く
も
の
」
と
語

る
彼
の
瞳
は
、
葬
儀
を
通
じ

世
界
の
紛
争
解
決
の
可
能
性

に
つ
い
て
も
見
据
え
て
い
る

の
で
し
た
。（
㈱
ハ
ル
モ
ニ

ア
グ
ラ
ン
デ
・
小
橋
川
牧
）

　

澤
岻
専
務
は
、
現
社
長
で

あ
る
澤
岻
英
樹
氏
と
結
婚
。

御
菓
子
御
殿
恩
納
店
開
業
に

関
わ
り
ま
す
。
開
店
準
備
の

過
程
で
、
働
く
う
え
で
の
明

確
な
ル
ー
ル
が
な
い
こ
と
に

気
づ
き
「
会
社
ら
し
い
会
社

に
し
た
い
」
と
の
思
い
で
組

織
改
革
を
敢
行
。
社
員
か
ら

の
反
発
は
あ
っ
た
も
の
の
組

織
作
り
に
成
功
し
ま
す
。
そ

の
後
、
本
店
の
改
革
に
挑
み

ま
す
が
、
澤
岻
専
務
に
つ
い

て
い
け
な
い
と
職
員
が
一
気

に
六
人
も
退
職
。
従
業
員
と

の
溝
は
深
ま
り
ご
本
人
も
心

身
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し

ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
家
族

や
周
囲
の
助
け
を
借
り
な
が

ら
、
人
材
育
成
や
雇
用
形
態

の
改
善
な
ど
の
会
社
改
革
を

進
め
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
給
与
を
満

額
支
給
し
て
い
た
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
収
束
で

売
り
上
げ
が
伸
び
始
め
た

頃
、
五
〇
〇
人
の
従
業
員
の

う
ち
二
〇
〇
人
が
退
職
す
る

と
い
う
事
態
に
直
面
。
人
手

不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
業

務
の
効
率
化
や
デ
ジ
タ
ル
変

革
で
窮
地
を
脱
し
ま
し
た
。

　

ご
本
人
曰
く
「
く
そ
真
面

目
」
な
澤
岻
専
務
で
す
が
、

今
後
の
会
社
の
行
方
や
専
務

の
動
向
が
ま
す
ま
す
気
に
な

　

入
会
二
年
未
満
の
会
員
を

対
象
に
構
成
し
て
い
る
「
し

ら
す
会
」
で
は
、
同
友
会
で

学
ん
で
会
社
を
成
長
さ
せ
た

先
輩
会
員
企
業
の
視
察
を
定

期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
四
月
二
十
三
日

に
浦
西
支
部
幹
事
長
の
伊
波

亜
矢
子
社
長
の
㈲
フ
ィ
ー
チ

ャ
ー
企
画
へ
視
察
に
行
き
、

る
報
告
で
し
た
。（
司
法
書

士
法
人
な
か
い
し
事
務
所
・

新
城
千
夏
）

　

八
重
山
支
部
学
習
会
が
四

月
十
九
日
に
大
濱
信
泉
記
念

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必

要
な
チ
ー
ム
づ
く
り
」
と
題

し
て(

株)

子
育
て
支
援
代

表
取
締
役
の
熊
野
英
一
氏
が

話
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ド
ラ
ー

の
心
理
学
に
基
づ
き
、
共
感

す
る
力
や
対
話
の
大
切
さ
、

職
場
だ
け
で
な
く
家
庭
、
親

子
間
の
「
関
係
の
質
」
な
ど

ど
れ
も
大
切
な
気
づ
き
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
ず
は
自
分
自

身
を
認
め
相
手
の
尊
厳
も
大

切
に
す
る
、
比
較
は
し
な
い

な
ど
、
改
め
て
チ
ー
ム
と
し

て
の
力
を
発
揮
す
る
た
め
の

関
係
性
づ
く
り
に
つ
い
て
確

認
で
き
ま
し
た
。

　

変
化
の
激
し
い
今
だ
か
ら

こ
そ
と
、山
本
五
十
六
の「
や

っ
て
み
せ
・
・
・
」
や
、
今

で
こ
そ
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
大
谷
翔
平

選
手
の
学
生
時
代
の
マ
ン
ダ

ラ
チ
ャ
ー
ト
な
ど
、
今
の
自

分
を
認
め
ど
う
高
め
る
か
な

ど
、
事
例
も
紹
介
。
こ
れ
か

ら
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
や

継
続
し
て
い
き
た
い
こ
と
な

ど
を
参
加
者
で
シ
ェ
ア
し
、

終
了
し
ま
し
た
。（
事
務
局
）

　

四
月
二
十
五
日
に
宮
城
光

秀
代
表
理
事
、
宮
古
支
部
か

ら
砂
川
幸
男
支
部
長
と
友
利

博
明
幹
事
長
、
八
重
山
支
部

か
ら
宮
良
高
彰
支
部
長
、
喜

納
正
雄
幹
事
長
が
県
に
対
し

て
「
離
島
割
引
運
賃
拡
充
要

請
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

運
賃
が
高
い
等
の
理
由
か

ら
島
外
へ
の
大
会
派
遣
を
断

念
す
る
児
童
生
徒
も
お
り「
機

会
の
平
等
」
の
観
点
か
ら
も
、

飛
行
機
に
頼
る
離
島
住
民
の

現
状
を
訴
え
ま
し
た
。
現
在

四
割
の
低
減
率
を
五
割
に
引

八
重
山
支
部
学
習
会

チ
ー
ム
力
を
発
揮
す
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　

関
係
性
づ
く
り
を
学
ぶ

離島住民割引き拡充要請書提出　　　

新入局員紹介
　はじめまして、４月１日に沖縄同友会事
務局に入局しました沖縄国際大学出身の
仲宗根崇

たか

史
ふみ

と申します。私はここで会員様
のサポートに尽力し、経済の活性化に携わ
れるような局員になりたいと思います。

き
上
げ
る
よ
う
求
め
た
の

に
対
し
、
県
交
通
政
策
課

の
平
良
秀
春
課
長
が
対
応

し
ま
し
た
。（
事
務
局
）

視
察
を
通
し
伊
波
社
長
の
学
び
を
知
る

視
察
を
通
し
伊
波
社
長
の
学
び
を
知

し
ら
す
委
員
会
「
会
員
企
業
視
察
」

十
四
名
が
参
加
を
し
ま
し
た
。

　

㈲
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
企
画
は
、

宜
野
湾
市
嘉
数
に
会
社
が
あ

り
、総
合
福
祉
事
業「
み
か
ん
・

お
れ
ん
じ
グ
ル
ー
プ
」
を
通

し
、
障
が
い
者
も
お
年
寄
り

も
働
く
社
員
も
地
域
で
暮
ら

す
仲
間
と
し
て
共
に
生
き
て

い
け
る
社
会
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
障
が
い
者
通
所
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
長
等
に
案
内
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
伊

波
社
長
の
経
営
体
験
報
告
と

同
友
会
で
経
営
指
針
作
成
講

座
を
受
け
て
自
分
自
身
が
変

わ
っ
て
、
会
社
が
い
い
方
向

に
動
い
た
と
い
う
話
を
さ
れ

ま
し
た
。（
事
務
局
）

浦崎 氏

親泊 氏

澤岻 氏

ニキビに悩む中学生の
お客様の改善前（左）後（右）

熱心に耳を傾ける参加者

集合写真 社員から会社内の説明を聞く

熊野 氏

(3）2024年（令和6年）６月15日

６月号

第1655 号（付録）

№435

中小企業家しんぶん沖縄版

おきなわ同友会しんぶん　「ニライ　みらい」



回答企業数
（１）回答企業
	 137 社	 　　　回答率　30.6％

（２）業種別　　（　）は実数
　　　製　造　業　　16.8%（23）
　　　建　設　業　　　8.8%（12）
　　　流通・商業　　30.7%（42）
　　　サービス業　　36.5%（50）
　　　情　　　報　　　7.3%（10）

（３）規模別　従業員数
　　　＜正 従 業 員＞平均　 22名
　　　＜臨時従業員＞平均　 11名
	

①�業況判断ＤＩは前期調査と比べて僅かに
後退（21.7⇒19.9）、前々期と連続後退
するも8期連続プラス超。

②�売上高ＤＩは、情報で大幅に悪化、建設
業でわずかに後退し引き続きマイナス
超。その他は、改善し引き続きプラス超。

③�経常利益ＤＩは全業種でわずかに後退
（16.3⇒16.0）するも、引き続きプラス
超。業種別では、流通・商業と情報で大
幅に悪化し、情報はマイナス超に転化。
建設業は、わずかに改善しつつも引き続
きマイナス超。

④�資金繰りＤＩは情報は大幅な悪化によ
り、全業種でわずかに後退（3.9⇒1.4）し、
建設業で大幅な改善（15.4⇒25.0）。製
造業（4.8⇒4.3）、流通・商業（7.1⇒7.2）
と前期とほぼ横ばい。

⑤�経営上の問題点は、前期に続き「従業員
の不足」が第１位。力点は前期２位で
あった「付加価値の増大」が前期１位で
あった「新規受注（顧客）の確保」と並
んで第１位。

⑥�先 行 き は 全 業 種 で わ ず か に 後 退
（19.9⇒19.1）。業種別では、流通・商
業が大幅な悪化で、建設業は前期と変わ
らず製造業とサービス業で改善し、引き
続きプラス超。情報は大幅に改善しプラ
ス超に転化。　

沖縄県中小企業家同友会は、会員企業から抽出した448社を対象に2月27日から3月22日の期間、「1－3月期景況」についてのアンケート調査を実施しました。
その結果について見解を発表します。（本文中、特に断りのない限り前年同期比です）

業況判断はプラス維持　　～持続的な賃上げに繋がる 生産性向上を～

私たちの脱炭素活動 〜未来のための一歩〜　　   　執筆者：琉球銀行法人事業部地方創生グループ　野原 健太郎
　環境活動に取り組みたいが、一企業だけではインパクトが弱いと思う…。皆さま、「J- クレジット制度」をご存知でしょうか？
　J- クレジット制度とは、省エネルギー設備の導入や再生可能エネルギーの利用などによって温室効果ガスを削減または吸収し、その分の温室効果ガスを
クレジットとして国が認証する制度です。国内の環境保全活動を促進し、温室効果ガス排出量削減の支援を目的としています。
　J- クレジットを資金化するまでには、費用や時間など多くのリソースを割く必要があり、小規模の取り組みでは採算が合わないことがあります。そこで
弊行は、温室効果ガスの削減活動をまとめて一つのプロジェクトとし、クレジット化する取り組みを始めました。このような J- クレジット運営管理業務は、
全国の銀行で初の取り組みとなります。創出されたクレジットは、カーボン・オフセットなどに必要な企業へ販売し、そこで生み出された資金を県内の脱
炭素社会実現に向けた環境活動などに活用します。この好循環を生むことで温室効果ガス排出削減量の拡大に繋げていきます。
　小さな積み重ねが大きな力になります。弊行は今後も、J- クレジット制度などを通じて、沖縄県の脱炭素社会実現に向けて取り組んでまいります。

連絡先：琉球銀行　法人事業部地方創生グループ（野原）098-860-3817

42

沖縄銀行

琉球銀行

沖縄海邦銀行

42

沖縄銀行

琉球銀行

沖縄海邦銀行

,
,

業況判断内訳の推移

①業況判断DI

沖縄と全国、他機関の比較（業況判断）
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